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上記の他にも沢山の声が寄せられました。引き続き自由筆記欄に寄せられた声を掲載予定です。

アンケート総数７２０件（うちネット回答１３６件）でした。無回答、複数回答などもあり回答総数と各項目総
数が一致しない場合もありますが、寄せられた回答を一覧で掲載します。
自由筆記については、ページの関係から一部抜粋しての掲載となりますこと、ご了承ください。

※年齢分布、職種分布ともに、幅広い回答となっています。
※回答年齢の半数が２０代、３０代となっており、６０歳以降の働き方が未確定な
傾向が出ています。

自由筆記欄に寄せられた回答 ●６０歳になっても生活費もローンも仕事も７割にはなりません！●保育の現
場は体力次第。定年が延びたところでその分他の職員へのシワ寄せ、更なる疲労が目に見えているのではないか。
●賃金カーブのイメージを見たが、６０歳を機に７割に賃金が下げられたとしても、今までの賃金カーブは維持し
て欲しい。６０歳までの間にもらえるはずだった賃金を抑えて６０歳以降に貰うのは、おかしいと思う。みんな健
康に不安なく６０歳を超えて働き続けられる保障はない。●高齢化社会なのでしっかりとした組織化をしないとい
けないと思います。定年退職者の能力を発揮出来る職場作りが大事だとも思います。●退職金が６０歳で出ないと、
住宅ローンの返済に困る。●正規職員、再任用、会計年度の比率がおかしいと思う。正規職員少なすぎ。●定年引
上げの前に新採を増やして欲しいです。●経験があるのに給与が低下するのは矛盾している。●高齢になるので、
仕事内容を考えてお願いしないと健康面、けがなどが心配。●その人物にもよりますが部下だった人はやりにくい
と思う。●仕事をお願いしにくく、結局若手だけが働く事になる。●現業は現役も６０歳以降もたいていは同じ仕
事なのに給与が下がることに納得いかない●個人の資質によるが『管理職の仕事は部下に仕事をさせる事』と言っ
ていた者が、部下になって仕事をするか疑問である。知り合いの部課長を動かそうとする者がやたらと増えそう。


